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〔教育実践報告〕

反転授業の予習段階における紙教材の活用可能性

－アクティブ・ラーニングを促すために－

助 川 晃 洋

筆者が担当する教職必修科目「教育方法論（情報通信技術の活用を含む）」で

は、あくまでも ICT を活用した授業形態の一つという位置づけで、反転授業の問
題を取り上げている（１）。こうした扱いは、反転授業に関する通俗的な理解に従

った結果であって、もちろん間違いとまでは言い切れないものの、やや正確さを

欠いており、教育学研究者の端くれとしては、忸怩たる思いを禁じ得ない。本誌

面を借りて、必要な注釈を加えることで、（できるだけ）万全を期しておきたい。

なお本稿を発表するという行為は、自分の「教育実践」の至らなさを率先して

「報告」することと実質的に同義である。このことが、投稿区分（掲載種別）に

反映されている。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

反転授業のイメージ

コンセプト自体は 2000年代のアメリカで最初に登場し、2007年に“flipped
classroom”というネーミングで知れ渡り、その後日本に持ち込まれて、各地の
教育現場、特に高等学校や大学で実践されるようになった学習指導の方法として、

反転授業が挙げられる。2013 年 9 月 24 日の朝日新聞に掲載された記事「家で授
業動画見て 学校では弱点確認」（別面「変わる授業法 役割も変化」）では（２）、

反転授業について、次のように説明されており、講義映像やテクノロジーの活用

が必要条件、あるいは前提となっていることがうかがえる（３）。

教室で受けていた授業の動画を、自宅でタブレット端末やパソコンを使っ

て視聴し、家で学んでいた応用問題などは教室で取り組むスタイル。ICT（情
報通信技術）の進歩で可能になった。米国では 2000 年代から、オンライン
の無料講座を活用する形で小中高に広がり、さらに大学で拡大している。

また上記記事では、佐賀県武雄市における反転授業の導入経緯とその展開計画
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が、次のように整理されている。

武雄市は 2010年度から、小学校 2 校の 4～ 6年生に 1人 1 台ずつ iPad を
貸与し、授業で使っている。来年 4 月には小学生全員、15 年春には中学生
全員にタブレット端末を配る予定で、計約 4200台を貸与する。
反転授業は先行して端末を使っている市立武内小で理科と算数の一部単元

を選び、11 月から始める。実証実験を重ねながら全校に順次広げ、全教科
で試みる。

端末に入れる授業の動画は、まずは塾や出版社の開発したものを利用。そ

れを参考に学校現場でもつくり、増やしていく。

そして同じ記事によれば、武雄市教育委員会が考える（やろうとしている）反

転授業の手順は、次の四つのステップに分けられる（転載に際し、形式を一部変

更した）。

1 教員が授業の動画を撮影

まず教師自らが教科書をわかりやすく説明する動画を撮影する。教材映像

専用のサーバーから選んでもよい。それらを 10 分ほどの映像にし、子ども
一人ひとりの端末に入れる。理解度チェックの簡単なテストも入れておく。

2 動画をタブレット端末に入れて持ち帰り、自宅で宿題として予習

子どもはその端末を持ち帰り、自宅で動画を見て問題を解くのが宿題とな

る。保護者の携帯電話には、宿題の内容を連絡し、家で勉強するよう促して

もらう。

3 教室では話し合い・教え合いなど

そして実際の授業。教師はまず全員の端末のデータを集め、予習してきた

かをチェック。そのうえで、多くの子がつまずいている箇所を説明する。子

どもがわからないところを教えあったり、1 人の解き方を全員の端末で見て
共有したりする場面をつくる。

4 自宅で問題を解き復習

授業後は、レベルに応じた復習問題をまた端末に入れて持ち帰らせ、わか

っているかどうか確認する。

このような進め方は、武雄市のオリジナルではなく、むしろ多くの人たちが抱

く反転授業の一般像に合致したものであると思われる。しかしそこには、反転授

業の趣旨、あるいは反転という言葉の本来の意味にそぐわない部分が含まれてい

る。

「反転授業では解説動画を教材として使う」という誤解

学習者全員が一定以上の学力水準に到達することをめざす完全習得学習型反転

授業（flipped-mastery model）の提唱者であり（もう一つのパターンが、高次能力
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学習型である）（４）、ともに米コロラド州ウッドランド・パーク高校の化学教師で

あるバーグマン（Jonathan Bergmann）とサムズ（Aaron Sams）は、共著書『反
転授業』（Flip your classroom）において、「反転授業の実施にはさまざまな方法が
あるが、すべてに共通する点は何か？」という問いに対して、次のように回答し

ている。

意外に思うかもしれないが、すべての反転授業でビデオを指導ツールとし

て利用しているわけではない。この手法を採用した教員の大多数は、直接指

導を提示する方法としてビデオを使っているが、反転授業の軸はビデオでは

ないのだ。共通する特徴は、「教室で教師に注目が集まるのではなく、学習

者と学習に関心が集まるようにしたい」という思いだけ。その目的のために

反転授業を採用した教員には、1つの命題があった。
「私が直接指導するからこそ高められる活動があり、それに費やす授業時

間を増やすために、私が目の前に立って行う必要のない活動を授業時間外に

移すとしたら、どの活動を移せるだろうか？」

この問いに対し、反転授業を採用した教員の大多数（全員ではない）が出

した答えが、「講義」や「直接指導」だった。とはいえ、教室における注目

の的を教師から学習に移すにあたって必ず反転授業を採用する必要はない

し、同じ目的を支える有用な教育モデルやツールは多く存在している。反転

授業はそうしたツールの 1つだが、唯一の手段ではない（５）。

反転授業では、解説動画を活用するケースが多いのは確かであるが、動画を教

材として使用することが、それに不可欠な要素というわけでは決してない。反転

授業のポイントは、授業の時間を有効に活用するために、従来授業内で行ってき

た知識伝達を授業外に移動させ、事前に済ませることにある。そのために使う教

材は、自作動画に限らず、Web サイトやオープン教材など、既存のデジタルコ
ンテンツでよく、それどころか教科書やテキスト、参考書、ドリル、プリントな

ど、紙ベースの印刷物でも一向に差し支えない（十分である）（６）。反転授業は、

教室での対面授業において、アクティブ・ラーニング、すなわち学習者同士の相

互作用を増やし、深い学びを実現するために、家庭学習＝予習に実効性を持たせ

ようとするやり方の一つであり、そこで用いる道具は、とにかく何であっても全

然構わない。むしろ紙教材を選択する方が、コストの抑制や関係者の負担軽減に

つながるという意味で無理がなく、現実的で、賢明である。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

2010 年代後半から我が国では、反転授業に関する実証的な研究が、かなり多
く行われるようになった。そのうち授業の効果を左右する要因を調べた研究の中
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で、予習での学習が注目されており、動画の視聴方法とノートテイクの内容、視

聴行動のタイミングと学業成績との関連などが論じられている（７）。一方、各種

紙媒体を活用した反転授業実践の報告は、わずかな例外を除いて（８）、全くなさ

れていない。速やかに有益な参照事例を指摘することは困難であり、その探索か

ら始めなければならない。同時に、例えば「教えて考えさせる授業」（９）のよう

な（予習を積極的に取り入れているという点で）類似の構想に学びながら、当該

実践の標準的なモデルやプロセスの解明に着手することが望まれる。
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